
AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！AIを活用する為のカギとなる！
積算情報を蓄積することが



社内共通マスタ

入力ミス防止

時間大幅削減

ペーパーレス化 瞬間ビュー

契約書写真
図面

自社専用書式

PlannerｰEX Writeレス拾いEXv３ 本丸EXv３ 二の丸EXv３

材料拾いソフト

CADソフト

勤怠ソフト

会計ソフト

点検報告ソフト

給与ソフト

二重入力排除

「つなぐ」

見積業務の社内標準化を実現
事前に登録されている1万
点以上の電気・設備・弱電
の資材マスタを利用するこ
とで入力ミスを防げます。

の導入メリットとは？

会社の規模・環境に合わせた運用が行える
スタンドアロンから社内LAN、
VPNやクラウドを利用した
運用に対応できます。
契約ライセンス内であれば
同時運用も可能で、最適な
運用方法を柔軟に構築いた
だけます。

他のシステムと「つながる」システム
「こうじやさんシリーズ」の
連携により、二重入力や転
記ミスを排除します。

多方面とのデータ連携
取引先から送付されたExcel
やCSVデータを取り込んで
見積を作成できるほか、完
成した見積をExcelへ出力
してデータで送付できます。

自由度の高い帳票作成を実現
見積書や各種資料はExcel
で設計されています。
レイアウトの変更や印鑑な
どの画像挿入も容易に行え
るので、自社専用の書式を
自在に作成できます。

24時間AIチャットボットが操作の疑問を解決
オンライン環境であれば24
時間AIチャットボットをご
利用いただけます。
「本丸EXv3」の膨大な操作
データを活用し、各画面の
操作方法をAIが回答に導
きます。
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案件登録
（スマホ）

見積作成

データ取込 書類管理 経費計算 メール配信

実行予算 見積承認 受注処理 受注集計
（スマホ）

同時接続での運用とは複数台のPCへソフトをセットアップして、契約本数が同時で
動く仕組みです



本丸EXv3は案件登録や作成した見積の状況を確認する「物件一覧画面」、見積の鏡を作成する「表紙入力画面」、
工事種別を入力する「総括入力画面」、材料や労務費、諸経費などを登録する「明細入力画面」で構成されます。

の画面構成

物件一覧画面 表紙入力画面 総括入力画面 明細入力画面

■物件一覧画面

❶チェック検索

❶ ❸ ❹
❷

チェックを入れるだけで物件を
絞り込めます。

❷検索欄
文字列からの検索や、金額・日
付けで範囲検索ができます。

❸品名規格検索
明細画面で入力した材料の名
称や型番から検索できます。

❹あいまい検索
どの項目へセットしたのか解らな
い時に文字列で検索できます。

質問の選択
対象画面の選択と、質問を
入力します。

よくある質問の表示
AIが質問の内容を分析して
よくある質問を表示します。

24時間いつでも本丸EXv3の操作について、質問内容をAIが分
析して適切な回答へと導きます。

AI問合せ機能NEW!

3

様々な条件で物件を絞り込む機能はお客様から喜ばれている機能です。

物件状況管理
一覧に表示された物件及び案件は、状況により色分けされるの
で、誰でも簡単に把握できます。また、「モバイル本丸オプション」
で登録した案件情報（表紙）もここに反映されます。

状況は表紙登録画面で設定
（受注時は自動）します。



❶ ❼

❽
❾

❷ ❸
❹
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❺ ❻

物件の鏡となる情報を登録する画面です。
■表紙入力画面

❶入力画面の切り替え ❷物件移動
物件一覧画面に戻ら
ず移動ができます。

❹確定物件
見積を確定物件として
編集不可にできます。

❺工事区分
分析資料を作成するために
工事の種類を登録できます。

❻初期設定

「表紙」「総括」「明細」
画面を切り替えます。

見積を作成するための
条件を設定できます。

❸印刷
見積書や管理資料を
出力できます。

❽受注処理
受注処理を実行します。
二の丸EXv3を利用されてい
る時はデータが連携します。

❾台帳参照
二の丸EXv3に登録した工
事台帳を参照できます。

10金額情報
見積額、原価額、粗利、NET
（提示額）等を確認できます。

❼状況登録
物件の状況を登録で
きます。

見積明細から自動的に消費税の計算をします。

軽減税率の見積が作成できる！NEW!

明細に登録した材料や労務費など集計します。

分類別集計

見積に関連する現場写真や図面、見積書などの各種ファイルを
一元管理できます。

案件書庫

工事に関する建物の情報を入力することができます。
『PlannerEX』に登録した建物台帳を取り込めます。

建物情報

モバイル本丸から商談内容を登録できます。

案件状況

見積情報をExcelに
連携させ独自の帳
票を作成できます。
（実行予算書・注文請
書・受注台帳・作業指
示書・工事計画書）

Excel連携

4



❶
❷

物件の工事種別を登録する画面です。
■総括入力画面

❶工種の階層設定 ❷経費計算ツールの起動
連携システム「Smart-P」で経費計算が行えます。
※Smart-Pは別売です。

最大で9階層まで工種を設定ができます。

法定福利費を自動計算できます。
労務費の選択機能で複数の労務費に対して計算が可能です。
法定福利費の内訳を登録、建退共掛金、安全衛生経費の自動計
算など建設業法改正に対応予定です。

見積金額や原価金額に対して掛率で原
価・見積金額を一括変更できます。また、
利益率での一括変更や総合計・分類別計
の金額を直接変更して明細の一括変更、
分類の掛率で一括変更することもできます。

分類別シミュレーション機能

同一材料の単価チェックや、集計した部材
をまとめて変更（数量以外）することができ
ます。単価一括変更は、資材マスタ・建設
物価データで材料を一括変更できます。

材料集計機能

共通仮設費、安全対策費、現場管理費などこの画面から計算し
まとめて総括画面に登録できます。

法定福利費NEW!経費計算機能

5

過去の見積を最新の建設物価の単価へ一括変換できます。



❸

❷❶

❸

❷

❶

❹

❹Undo/Redo
手入力をしたデータに限り、
無制限で元に戻すことができ
ます。

工事種別ごとに材料や経費などの明細情報を入力します。材料の入力は、事前に登録されている1万点以上の電気・設備・
弱電の資材マスタから選択できます。エクセルと同じように行挿入やコピー貼り付けができます。

■明細入力画面

資材の選択は、A材やB材などの分類や品目規格の文字列から
絞り込みが行え、よく使用する材料をひな形に登録することで、
明細入力の時間を大幅に軽減できます。

材料の入力

資材マスタの更新
明細画面の「資材マスタを更新す
る」にチェックを入れて、この資材選
択画面から選択した材料に限り、
材料の内容を修正したときに資材
マスタも更新できます。

❶公共建築工事標準単価
　積算基準表示

❷明細に入力した資材の
　メーカーHPを表示

公共建築工事標準単価積算基
準の電気設備版と機械設備版
の検索ができます。 

❸建設物価データ利用
建設物価を契約すると、年4
回最新の物価単価を利用
いただけます。
※IDS保守契約が必要

❷大分類の絞り込み検索
A材やB材、労務費や経費などの大
分類を選択して資材選択の絞り込
みが行えます 。 

❶施工方法
施工設定の変更で歩掛・付属品などの率を変更できます。

❸品名規格検索
資材マスタに登録された品目
名称や規格名称の文字列で素
早く材料選択できます。
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更新した時期で色が変わります。

※最新版利用はIDS保守契約が必要



入力した材料に関連する付属品や消耗品、
労務費の登録などを自動で発生させ、並
び替え・部材集計・再計算なども同時に行
います。

自動処理

過去の見積を表示したままにして、見積
明細へ取り込みます。

見積読込

よく利用する材料をまとめて登録できま
す。雛形は複数のパターンを登録でき、選
択した雛形から材料の拾い数量を入力
するだけです。

雛型参照

資材マスタに登録された材料や、過去に
登録した材料を、品目名称や規格名称の
文字列から検索できます。

品名・規格検索

機器の仕様を登録して、明細に必要な情
報のみを選択してまとめて入力できます。
高さ、幅、奥行、重量にパラメーターの値を
利用時に変更できます。

設備仕様NEW!

二の丸EXv3との連携で、明細に材料の発
注先を登録できます。材料の発注がスムー
ズに行えます。

発注先登録NEW!

明細の備考に、支給品等を一括で設定して、歩掛・単価の変更を
行います。

明細備考一括変換NEW!

規格の変更時、材料のコードが異なっていても、建設単価、品名
規格、建設物価のコードをキーに単価と歩掛をセットできます。

〈対象機能〉
規格変更、拾い取込み、ひな形、セット登録、資材集計・分類集計の単価変更

規格変更NEW!

7

必要な行を
選択して取込



❷❶ ❸

❶基本設定2

❷内訳書設定

❸明細書設定（１・２）

作成した見積書は、印刷画面からPDFファイルメールで送信することや、ク
ラウドへアップロード※することができ、自動で案件状況に登録されます。
また、添付する見積書に「メール送付案内」や「注文請書」などPDFファイル
を追加して送ることもできます。

作成した見積をすぐにメールで送信！

各種見積書の書式はExcelで登録されているので、会社の用途に合ったオ
リジナルの書式に変更することができます。

自社オリジナルの見積書を作成

NEW!

見積書は、「表紙」・「内訳書」・「明細書」・「見積仕様」の印刷方法を設定して
出力します。

見積書の印刷を詳細に設定

印刷機能

❶

❶捺印の挿入
捺印付の見積書は事前に用意しておく必要があります。

8

電子帳簿保存法に対応！

メールで送信！

クラウドへ！ ※電子帳簿保存クラウド契約が必要

方法１

方法２



印刷物
見積書(明細付-縦)

見積書(総括付）

見積書(明細付-横)

見積書(総括付-横)
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印刷物

見積書（表紙付）

見積明細チェックリストA4

見積比較表

変更見積比較表

10

NEW!



資材集計表

実行予算書(工種別原価表)

実行予算書(工種別分類集計)

実行予算書(分類集計)
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印刷物
複合単価計算書(B4)　複合単価オプション

法定福利費明細表 

請求書(明細付-縦)インボイス

12

点検見積書(総括付-縦)インボイス　点検見積オプション



注文書 送付状兼返信状

・見積書（横）　工種付、NET付、消費税付
・見積書（縦）　消費税付、NET付
・見積書（総括縦）　消費税付、NET付、インボイス
・見積書（総括横）　消費税付
・見積書（明細横）　消費税付
・見積書（明細縦）　消費税付、NET付、インボイス、
　　　　　　　　  工種付

・請求書（横）　消費税付
・請求書（総括縦）　消費税付
・請求書（総括横）　消費税付
・請求書（明細縦）　消費税付
・請求書（明細横）　消費税付

・納品書（表紙付横）
・納品書（総括付縦）
・納品書（明細付縦）

・メール送付案内
・注文請書

・物件一覧表　（担当者別）、（得意先別）、（管理番号別）、（工事区分）
・物件集計表　（担当者別）、（得意先別）、（管理番号別）、（工事区分）、（部門別）

・見積明細チェックリスト
・複合単価計算書
・資材集計表
・実行予算書（表紙総括表）（分類集計）（定価機器）
・工種別実行予算書（分類集計）（原価表）
・分類別実行予算書（定価機器）（指定分類）
・工種別分類集計一覧表
・法定福利費明細表
・見積根拠表（縦）
・見積根拠表（横）
・分類別労務根拠表
・分類別労務根拠表（原価付）

※出荷時期により同梱帳票が異なる場合があります。

印刷物リスト

13

注文請書



「本丸EXv3」は、基本となるシステムに実行予算の作成や複合単価見積の作成が可能になるオプションなどを追加
することができます。

オプション機能

実行予算作成機能
見積作成後に実行予算書を簡単に作成できます。実行予算は3パ
ターンまで作成でき、予算の集計は「分類別」と「工種別」で選択
ができます。契約予定額を設定して利益率を円グラフで確認でき
ます。

A
複合単価見積作成
複合単価と材工別途の切り替えが簡単にできます。同一の見積内
に複合単価と材工別途の見積を混在させることが可能です。

B

見積承認機能
見積を提出する前に、申請・承認の制御が行える機能です。見積
金額により承認のルートを変更でき、承認者にメールで通知する
こともでき、受注時の申請・承認も可能です。

C
消防点検見積作成
消防点検見積オプションを追加導入することで、あらかじめ準備
されたベース見積より補修見積に必要な項目と計算数を入れる
だけで見積が作成できます。「機器点検」と「総合点検」の見積が
作成できます。歩掛を利用した見積も作成できます。

D

受注先から受領した見積明細データや、CADソフトから出力した
資材データを取り込み、資材マスタの「単価」「歩掛」「施工方法」
などの情報と紐付けて、見積の工種や明細へ自動で転記・反映で
きます。

E
工数圧縮機能外部データ取込機能
工種ごとに工数を変更することができる機能です。元の工数をそ
のままにして圧縮後の工数から労務費を計算します。
※複合単価には対応しておりません。

F

利用時間・ログ管理
誰がどこの機能を使っているかをログとして保存できます。利用し
た時間を表にして確認することや、 システムの利用時間の制限を
設定して、その時間を超えた場合に注意メッセージを表示してシ
ステムを利用不可にできます。

G
配線器具組合せ
複数の部材を１つにセットした配線器具を作成できます。部材の
組み合わせは親子で作成され、資材や配線器具の部品を集計で
き歩掛は逓減されます。

H

案件登録 実行予算

以前からあったオプション機能 本丸EXv3から追加されたオプション機能

原価設定

見積設定

受注処理

Excel連携

A
複合単価

B
見積承認

C
消防点検
見積

D
外部データ
取込

E

工数圧縮
機能

F
利用時間
ログ管理

G
配線器具
組合せ

H
配管一括

I
ダクト
登録

J

消防

電気
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モバイル
本丸

K



見積一覧

配管一括登録
複数の配管数量を入力して、保温・塗装・防錆・土工をまとめて登
録できます。自動処理内で保温材を一括で変更できます。

I
ダクト登録
J

モバイル本丸
出先からスマートフォンやタブレットでクラウドにアップされた
本丸EXv3の「見積情報」を確認でき、「案件」の登録や「見積」
の鏡修正、受注集計や案件集計を確認できます。

K

空調水道

メニュー

❸

❹❶

❷

❶

案件集計表

❷

受注集計表

❸

新規案件登録

❹

15

※画面は開発中のものにつき、実際のデザインや表示とは異なる場合があります。

スマートフォンから「本丸連携」を
有効にすると会社の本丸EXv3に
案件が登録されます。

入力した案件情報は
一旦クラウドへ

・見積情報
・案件情報

・売上予測の集計

・表紙の修正と変更
・総括、明細、書庫の確認

ダクトに幅と高さの情報を設定して、自動で板厚を計算できます。
長さをセットしてトータルのm2の計算が行えます。チャンバーの
場合は幅と高さに奥行と個数でm2を計算できます。5面体と6面
体の切り替えも行えます。



■工事積算見積システム 本丸EXv3（税別）

■動作環境(5台構成で運用した場合) 

DX

公共工事
経費計算

原価管理
請求管理

積算見積
点検見積

日報管理
勤怠管理

契約台帳
点検予定

機材・部材
拾い出し

連携

https://www.idsnet.co.jp

お問い合わせは 

050-3161-7985
【システムに関するお問い合わせ】 

つながるシステム

本丸EXv3 オプションセット
※オプションのみのセット価格です

①複合単価オプション　②実行予算オプション　③外部取込オプション

①配線器具組合せオプション　②配管一括オプション　③ダクト登録オプション　④工数一括変更オプション
＋　下記のオプションの中から2つを選択 800,000円 14,000円

※サブスク：月額利用費＋標準サポート費　サポート費はIDS保守カタログをご参照ください。

中小企業診断士による経営革新セミナーや、クラウドやモバイルを活用した業務効率化セミナーなど40 種類以上の無料セミナー 
(一部有料)を、全国各地で開催し、各組合の取り込みやセミナスケジュールを専用サイト【設備経革広場】でリアルタイム に公開し
ています。また、メールマガジン配信や新聞を発行し、DX化に役立つ情報などの配信も定期的に行っています。 

スタンドアロン版

対応OS 

メモリ 

ストレージ

データベース 

モニタ

その他

Windows 11Pro(※1、※2) 

16GB以上推奨

10GB以上必須(データは除く)

SQL Server 2025以降

解像度1920x1080以上推奨

Microsoft Office 2016/2019以降（※3）  

ネットワーク版

対応OSが動作可能なIntel社 Xeon プロセッサー・
ファミリー　※4コア以上推奨

対応OS 

メモリ 

ストレージ

データベース

モニタ 

対応OSが動作可能なIntel社 Core i3 またはAMD社の
同等互換プロセッサーのみ対応　※4コア以上推奨

※Microsoft、Windows、SQL Server は、米国Microsoft Corporation の米国、日本およびその他の国における登録商標です。※インテル、インテル Core は、米国およびその他の国における、Intel Corporation または 
その子会社の登録商標または商標です。※会社名、商品名、各社の商標または登録商標です。※記載された内容および製品の仕様は、改良のために予告なく変更される場合があります。 
※1 ARM版Microsoft Windowsには対応いたしません。 ※2 サポート期間中のProfessionalエディションのみ対応。（Homeエディションには未対応） 
※3 Officeのストアアプリ版には対応しておりません。 Microsoft社製品以外の互換ソフトには対応しておりません。 Microsoft社のサポート継続中の商品をご利用ください。
※4 Windows Serverは「Enterprise Edition 」、「 Standard Edition」のみに対応。

サーバー クライアント対応OSが動作可能なIntel社 Core i3 またはAMD社の
同等互換プロセッサーのみ対応　※4コア以上推奨

Windows Server 2019/2022（※4）

16GB以上推奨

10GB以上必須(データは除く)

SQL Server 2025以降

解像度 1920x1080以上推奨

Windows 11Pro(※1、※2) 

16GB以上推奨

10GB以上必須

解像度 1920x1080以上推奨

Microsoft Office 2016/2019以降（※3） 

CPU 

対応OS 

メモリ 

ストレージ

モニタ 

その他

CPU CPU 

2026.07a

サブスク※価格商品名 セット

材料拾い出しシステム
拾いの匠NX

（株）システムズナカシマ

電気設備CADシステム
電匠NX

（株）システムズナカシマ

上水道本管工事CADシステム
水匠NX

（株）システムズナカシマ

建築設備専用CADシステム
Rebro

（株） NYKシステムズ

建築設備CADシステム
CADEWA Smart
（株）四電工

建築設備CADシステム
FILDER CeeD
ダイキン（株）

給与計算システム
給与奉行 iクラウド

OBC

建設業向け会計システム
建設大臣NX
応研（株）

給与計算システム
給与大臣NX
応研（株）

財務会計システム
勘定奉行 iクラウド

OBC

会計ソフト
弥生会計Next
弥生（株）

会計システム
大蔵大臣NX
応研（株）

会計ソフト
PCAクラウド会計

PCA

SFA・営業支援システム
NICE営業物語 on Kintone
（株）システムズナカシマ

勤怠管理システム
奉行Edge勤怠管理クラウド

OBC

現場帳票システム
i-Reporter

（株）シムトップス

中小企業共通EDI
つなぐ ITコンソーシアム

消防用設備総合システム
てんけんLEAD

（株）セキュリティソフトウェア

顧客工事情報管理システム
工事の匠

（株）システムズナカシマ

消防設備点検結果報告書作成ソフト
消防くんV4

（株）ビジネス・ワン

現場報告アプリ
Smart Attack
（株） G-Smart

見積標準フォーマット
ITES

全国設備業DX推進会

CAD

給与
勤怠

会計

点検
報告

営業
支援

データ
連携

施工管理業務サポート
デキスパート

（株）建設システム

給与計算システム
PCAクラウド給与DX

PCA

会計ソフト
TKC FX４クラウド

TKC

800,000円

1,360,000円

1,920,000円

280,000円

2,520,000円

280,000円

280,000円

280,000円

120,000円

21,000円

33,000円

45,000円

7,000円

57,000円

5,000円

5,000円

5,000円

2,000円

本丸 1ライセンス版

本丸 3ライセンス版

本丸 5ライセンス版

本丸 1ライセンス追加

本丸 10ライセンス追加

複合単価オプション

実行予算オプション

消防点検見積オプション

配線器具組合せオプション

配管一括オプション

ダクト登録オプション

工数圧縮オプション

見積承認機能オプション

利用時間･ログ管理オプション

外部取込オプション 

120,000円

120,000円

120,000円

400,000円

600,000円

280,000円

2,000円

2,000円

2,000円

7,000円

10,000円

5,000円

モバイル本丸1ID利用費

モバイル本丸書庫領域10GB

モバイル本丸書庫領域追加100GB

本丸承認クラウド利用費

本丸電子帳簿クラウド保管場所利用費100GB

本丸電子帳簿クラウド保管場所追加100GB

サブスク※商品名 価格 サブスク※商品名 価格 商品名（月額サポート加入必須） 月額 年額
600円

2,000円

10,000円

5,000円

10,000円

10,000円

7,200円

24,000円

120,000円

60,000円

120,000円

120,000円

本丸領域の契約が必須。連携オプションとは別にモバイル本丸領域が必要です。

※2026年 5月時点の情報です。他の連携ソフトに関しましては弊社までお問い合わせください。

販売・開発




